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３５ ガイドラインⅣ資料編のⅣ－１簡易型総合評価落札方式実施フローについて 
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３６ ガイドラインⅣ－２特記仕様書(簡易型総合評価落札方式)について 
特記仕様書への追加記載事項について、次のとおり例示する。 

 

(1) 施工計画審査タイプ 

技術評価項目について 

  

１ 責任の所在 

発注者が技術評価項目を適正と認めた場合においても、技術評価項目に係る施工に関する受注者

の責任は軽減されるものではない。 

 

２ 技術評価項目に係る履行確認 

簡易な施工計画、配置予定技術者、担い手の育成・確保、地域の守り手確保に係る技術評価項目に

ついては、工事完了時において履行状況について確認を行う。 

 

３ 技術評価項目に係るペナルティ 

技術評価項目について、受注者が自らの責により申請を遵守することができない場合は、工事施行

成績採点表の評定点合計から減点するものとし、その内訳は次のとおりとする。 

なお、受注者の責によらない場合とは、自然災害又は特別な事情がある場合をいい、この場合は、

発注者及び受注者が別途協議して決定する。 

 

 (1) 簡易な施工計画 

ア 減点は、入札時に評価した簡易な施工計画の不履行が発生した場合で、入札時の評価が下が

る場合に減点する。 

イ 減点数は、１項目当たり最大５点とする。 

 

(2) 配置予定技術者 

ア 減点は、交代した技術者の資格、継続教育、優秀技術者等表彰、配置経験の合計点が、入札時

に評価した合計点より劣り、評価が下がる場合に実施する。 

   なお、技術者の交代の理由が、死亡や健康上の理由、退職等、やむを得ない場合においても

評価が下がれば減点する。 

イ 減点数は、評価が下がる項目の組合せに応じて、最大５点とする。 

  ウ 追加配置技術者が交代する場合において、評価基準に該当しないことが判明した場合は、 

減点５点とする。 

 (3) 担い手の育成・確保、地域の守り手確保、地域独自設定項目の不履行による減点 

ア 申請のあった計画に対して、明らかに不履行が認められ、入札時の評価が下がる場合に減点す

る。 

イ 減点数は、１項目当たり一律５点とする。 

  

※地域での選択項目、及び地域独自設定項目で、履行確認が不要となる評価項目については削除

する。 
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(2) 施工実績審査タイプ 

技術評価項目について 

  

１ 責任の所在 

発注者が技術評価項目を適正と認めた場合においても、技術評価項目に係る施工に関する受注者

の責任は軽減されるものではない。 

 

２ 技術評価項目に係る履行確認 

配置予定技術者、担い手の育成・確保、地域の守り手確保に係る技術評価項目については、工事完

了時において履行状況について確認を行う。 

 

３ 技術評価項目に係るペナルティ 

技術評価項目について、受注者が自らの責により遵守することができない場合は、工事施行成績採

点表の評定点合計から減点するものとし、その内訳は次のとおりとする。 

なお、受注者の責によらない場合とは、自然災害又は特別な事情がある場合をいい、この場合は、

発注者及び受注者が別途協議して決定する。 

 

 (1) 配置予定技術者 

ア 減点は、交代した技術者の資格、継続教育、優秀技術者等表彰、配置経験の合計点が、入札時

に評価した合計点より劣り、評価が下がる場合に実施する。 

   なお、技術者の交代の理由が、死亡や健康上の理由、退職等、やむを得ない場合においても

評価が下がれば減点する。 

イ 減点数は、評価が下がる項目の組合せに応じて、最大５点とする。 

ウ 追加配置技術者が交代する場合において、評価基準に該当しないことが判明した場合は、 

 減点５点とする。 

 (2) 担い手の育成・確保、地域の守り手確保、地域独自設定項目の不履行による減点 

ア 申請のあった計画に対して、明らかに不履行が認められ、入札時の評価が下がる場合に減点す

る。 

イ 減点数は、１項目当たり一律５点とする。 

 

※地域での選択項目、及び地域独自設定項目で、履行確認が不要となる評価項目については削除

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


